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日が短くなり読書に適した季節になりました。今月は本の楽しみ方など、保育園の

先生や小中の司書の先生方にお話しをお聞きしました。 

 

 

絵本の世界は無限大 

～オリジナルのお話作り～ 
 

つくし組（年少）担任  上田 洋平 

昨今、絵本の読み聞かせが発育の重要な可能性を担っていると言われて

います。その効果についても『言葉の獲得』『情操教育』『想像力が豊かに

なる』『親子のスキンシップ』…と色々と言われていますね。今では胎教にもいいと言われて

います。 

保育園でもよく絵本の読み聞かせを行っていますが、今回は『絵本を読んでもらい楽しかっ

た』というだけではなく、そこからオリジナルのお話作りにまで発展した取り組みを紹介した

いと思います。 

保育園、9 月の誕生会で取り上げた絵本『ねこのピート だいすきなしろいくつ』が子ども

たちのお気に入りになりました。年少さんにもわかりやすい繰り返しの内容とリズミカルな歌

に大喜びで、何度も「もう 1 回読んで～!!」と言っていました。何度も読んでいるうちに子ど

もたちも内容を覚えてきたので、それなら…と「今日はただの『ねこのピート』ではなく『先

生バージョンのねこのピート』を見てみよう!!」と私なりにお話しを考え、歌をうたいながら

読んでいきました。子どもたちは「えーっ!!」「おもしろーい」「それなら何色だね」と様々な

反応をしてくれました。その時、ある子が「こんなのはどう？」と『自分だったら…』をポツ

リと言ってくれました。すると、たちまち『自分だったらこうする!!』と言い始めたので、そ

こから『オリジナルのお話し作り』が始まりました。ピートは『何の山に登ったから靴が何色

になったのか』を一人ひとりが考え、それに合った色の靴を制作していきました。子どもたち

はピートの絵本

の『～かなり さ

いこ～!!』を合言

葉に笑顔で取り

組んでいました。 

このように子

どもたちは大人

 

 

 

 

 

 

制作でも、自分で考えたオリジナルの靴を作って楽しみました。 

 



が飽きてしまうほど何度も何度も同じ本を読んでもらう中で言葉の持つ美しいリズムや言い

回し、意味を理解していきます。そうして内容が自分の中にしっかりと入ることで遊びや表現

として出てくるのです。是非、お子様に自由に絵本を選ばせてあげて、気に入った絵本があれ

ば何度も繰り返し読んであげてください。読むときは毎回最初から最後までと気負わず、お子

様が開いたページだけ読むというのもいいでしょう。柔軟に楽しく読み聞かせを行えるといい

ですね。 

 

 

図書館の司書の先生のお話し Q＆A 

🌼 青木小学校図書館司書  居鶴 俊子先生 

 

Q 子どもが小さいうちは本を読み聞かせてあげることが大切だと言わ

れています。どんな点に注意したらよいでしょうか。 

A 読み聞かせは赤ちゃんの頃からしてあげてください。そして小学校

5・6 年になってもしてあげて欲しいと思います。親の声で読んであげるということが大

事です。声の大きさやスピードに決まりはありません。小さなお子さんなら膝の上に乗せ

て、小学生なら親と並んで同じ方向を向いて読んであげるといいです。字がメインの本な

どは、寝る前に布団の中で時間を決めて読んであげるのもいいと思います。そして、子ど

もが借りてくる本については「なんでこんな本を借りてくるの？」などとは言わず読んで

あげてください。親子のつながりを感じられる時間を本と共に過ごしてほしいと思います。 

 

Q 親子で読むのにお勧めの本はありますか？ 

A 小学校の図書館にある本は、すべて親子共にお勧めの本です。子どもが学校から本を借り

てきたら、「どんな本を借りてきたの？」と声を掛けてみてください。 

 

Q 小学生はどのように本を借りていますか？ 

A 毎日 2 冊貸出なので、物語（絵本）1 冊と他 

  の分野の本（スポーツ・料理・工作・理科な 

ど）1 冊を借りていく子どもたちが多いです。 

今の自分が主人公になるような本を借りてい 

きます。5 年生なら 5 年生くらいの子が主人 

公の本を借りていきますね。シリーズ本やス 

トーリーにスピード感のある今どきの本が人気です。いじめについて考えさせられる本も

借りていきます。怖い本も大好きです。マンガの本もありますが、読書が少し苦手な子ど

もたちが図書館に来て本を読むきっかけになっていると思います。 

 

Q 小学生にはどのように読書をしてほしいですか？ 



A 誰にでも絶対好きな本は 1 冊あると思うので、図書館に来てたくさんの本を手にとって、

お気に入りの本を是非見つけて欲しいです。そして、小学生の時に「読書は楽しい」とい

うことを感じてもらって、中学に上がってほしいと思っています。 

 

 

 

🌼 青木中学校図書館司書  滝沢 園子先生 

 

Q 今の中学生の読書を見てどのように感じますか？ 

A 本当に時間がないと思います。勉強や部活、習い 

 事や様々な行事もあります。それに今の子どもた 

 ちは本以外にも楽しいことがたくさんあります。 

 自分で読書の時間をつくることは難しいと思いま 

 す。中学校では週に数回、朝読書の時間がありま 

す。朝、静かに本に向き合う事で、その日一日を 

落ち着いて過ごせたりトラブルが減ったりしているようです。特に多感な時期の中学生に

とってはこのような“孤読”がとても大切だと思います。 

  

Q 中学生の読書のためにどのような工夫をされてい 

ますか？ 

A 月２回、｢図書館だより｣を発行しています。１回 

は文学中心の｢読む読む編｣、もう１回は教科中心 

の｢知る知る編｣です。それに合わせて、図書館の 

入口に新着本のコーナーを設けています。その他 

にも話題の本や受験、学習に関するコーナーも設 

け、季節に合わせたディスプレイも行っています。 

全校の生徒と先生方が一人一冊、７０字で本を紹介 

する｢おすすめ本リスト｣は、今年で１０年目になります。生徒は先生方のおすすめ本にも

興味があるようですが、同年代の目線からのおすすめ本リストは本を選ぶのに迷ったとき

など大いに役立っています。中学校では、実現したい５つの姿｢心を耕す読書｣を柱に、単

に本を読むだけの読書ではなく、本を選ぶ、すすめる、読み合うなど“共読”も大切にし、

読書習慣が継続できるきっかけづくりもしています。生徒が図書館で｢この本、面白いよ｣

などと学年や性別を越えて話している姿を見るととてもうれしいです。 

 

Ｑ 中学生にはどのような読書をして欲しいですか？ 

Ａ 何冊読んだか、など読書量に目がいきがちですが、その子にとってその時必要な本に出会 

って欲しいです。子どもの頃に素晴らしい本と出会った経験のある人は、その後本から離 

れることがあったとしても、またいつか再び本に戻ることが多いようです。｢読書はあま 

今年 10年目の「おすすめ本リスト」 

10月の新着本コーナー・紅葉 



り好きじゃない｣という人もいるでしょうが、これから先の人生を変えたり人生の支えと 

なるようなかけがえのない一冊、心の琴線に触れるような本と巡りあえるようにいろいろ 

な本を読んで欲しいと思っています。 

 

信大 YOU遊未来・青木企画  

  
 

10 月 25 日(日)に学生企画「パシャッと

KOMADORI」を行いました。今回参加した小

学生は 37 人、大学生が 27 人と全体的に少な

かったため、今までの企画に比べて班の学生と

子どもが近い距離でかかわることのできる企画

になったのではないかなと思います。今回の企

画は、ストップモーションアニメを作ろうとい

う目的のもとに行いましたが、各班それぞれと

てもオリジナリティーのあるストップモーショ

ンアニメができました。 

はじめの 1 時間くらいでどのようなテーマ、ストーリーのアニメを作るかということと、そ

れに伴った衣装や小道具の作成を行いました。お祭りをテーマにした班では、おけを使って金

魚すくいを作ったり、お姫様を助けるストーリーを作成した班はお姫様の衣装を作ったりとい

ろいろなものが作られていました。実際にストップモーションアニメの写真を撮る活動になる

と、自然と動きを指示する子ども、カメラで写真を

撮る子ども、道具を次々に作っていく子ども、など

必要な役割は何かを自分たちで考えて活動していま

した。 

今回、今までのようなある程度決まったゲームな

どをする企画とは違い、子どもたちの個性に任せた

のでそれぞれの子どもが班の中で何をやりたいか考

えて、協力しながら作成するという新たな一面を見

ることができました。 

 

 

本離れがささやかれていますが、時には親子で図書館に足を運んだ

り、気に入った本や話題の本の話しをしたりして、親子のコミュニケ

ーションやふれあいができるといいですね。中学生が作成したおすすめ本リストは、村の図書

館で見ることができます。 


